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1. 2022年12月期第1四半期の連結業績（2022年1月1日～2022年3月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第1四半期 17,539 37.1 2,412 112.2 2,615 112.5 1,827 84.4

2021年12月期第1四半期 12,791 19.5 1,136 121.9 1,230 391.1 991 ―

（注）包括利益 2022年12月期第1四半期　　3,673百万円 （40.3％） 2021年12月期第1四半期　　2,619百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年12月期第1四半期 47.42 47.17

2021年12月期第1四半期 28.07 24.28

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年12月期第1四半期 86,484 64,252 73.5

2021年12月期 82,360 61,728 74.1

（参考）自己資本 2022年12月期第1四半期 63,564百万円 2021年12月期 61,054百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 ― 29.00 ― 29.00 58.00

2022年12月期 ―

2022年12月期（予想） 30.00 ― 30.00 60.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年12月期の連結業績予想（2022年 1月 1日～2022年12月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 34,700 24.2 4,400 67.3 4,500 56.7 3,300 56.1 85.97

通期 69,100 7.4 8,800 18.7 8,900 14.2 6,400 11.5 168.55

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(注)詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項(会計方針の変更)」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期1Q 43,465,134 株 2021年12月期 44,091,334 株

② 期末自己株式数 2022年12月期1Q 4,908,951 株 2021年12月期 5,367,223 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期1Q 38,550,241 株 2021年12月期1Q 35,304,268 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ
の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件
及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。

２．当社は、2022年５月11日開催の取締役会において、自己株式取得および消却の決議を行いました。これにより、2022年12月期連結業績予想の１株当たり当
期純利益については、当該自己株式取得および消却による影響を考慮しております。詳細につきましては、本日(2022年５月11日)別途開示しております「自己
株式取得に係る事項の決定および自己株式の消却に関するお知らせ」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

当第１四半期連結会計期間より、「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日)等を適用し

ております。

詳細は、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項(会計方針の変更)」に

記載しております。

(1）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、全般に景気は回復傾向にありましたが、新型コロナウイルス感

染症の新たな変異株による感染再拡大に加え、景気回復に伴う米国や欧州でのインフレ懸念およびウクライナ情勢

に起因した資源価格の高騰、さらには半導体をはじめとする部材の逼迫や物流の混乱などにより不透明な経済情勢

が続きました。

当社グループの主要関連市場におきましては、小型プリンターの需要については米国市場を中心に好調に推移

し、主力の工作機械の需要は海外市場および国内市場ともに総じて高い水準を維持しました。

このような状況のなか、当第１四半期連結累計期間の売上高は、主に工作機械の売上が増加したことから175億3

千9百万円(前年同期比37.1％増)となりました。利益につきましては、売上の増加などにより営業利益は24億1千2

百万円(同112.2％増)、経常利益は26億1千5百万円(同112.5％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は18億2千7

百万円(同84.4％増)となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

(特機事業)

小型プリンターでは、各市場において旺盛なmPOS向けの需要が続き市況は好調に推移しているものの、部材の

調達難による大幅な生産台数の減少や物流の混乱などが影響し、売上は前年同期並みにとどまりました。地域別

の売上につきましては、米国市場は製品の供給不足を受けたものの為替の円安の影響もあり売上は増加しまし

た。欧州市場や国内市場はそれぞれ市況は好調に推移しているものの、物流の混乱など製品の供給不足から売上

は減少しました。

以上の結果、当事業の売上高は36億4千3百万円(前年同期比0.5％増)となり、営業利益は6億8千9百万円(同

19.1％減)となりました。

(工作機械事業)

CNC自動旋盤では、世界的に旺盛な設備投資需要を背景に売上は大幅に増加しました。地域別の売上につきま

しては、米国市場では医療関連を中心に幅広い業種で好調となり、欧州市場では自動車関連を中心に医療や通信

などが好調で、それぞれ売上は大幅に増加しました。アジア市場では中国における自動車や通信および医療関連

の主要３業種で高い水準が続き売上は大幅に増加しました。また、国内市場では主力の自動車関連などで回復傾

向となり売上は大幅に増加しました。

以上の結果、当事業の売上高は138億9千6百万円(前年同期比51.6％増)、営業利益は21億9千7百万円(同

209.6％増)と大幅な増収増益となりました。

(2）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末は全体に為替の影響を受けるなか、資産は棚卸資産が増加したことなどにより、前

期末に比べ41億2千3百万円増加の864億8千4百万円となりました。負債は仕入債務が増加したことなどにより、前

期末に比べ15億9千9百万円増加の222億3千1百万円となりました。純資産は為替換算調整勘定の増加などにより、

前期末に比べ25億2千4百万円増加の642億5千2百万円となりました。

(3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、2022年２月９日発表の業績予想を変更しておりません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 27,575,626 27,834,347

受取手形及び売掛金 18,553,333 19,098,813

有価証券 － 48,083

商品及び製品 9,558,322 10,978,858

仕掛品 4,620,202 5,633,533

原材料及び貯蔵品 3,644,476 3,868,778

その他 1,891,617 1,848,304

貸倒引当金 △136,868 △130,114

流動資産合計 65,706,710 69,180,604

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,507,511 7,509,837

機械装置及び運搬具（純額） 2,462,171 2,630,805

工具、器具及び備品（純額） 1,073,662 1,144,015

土地 1,892,487 1,917,782

リース資産（純額） 74,083 66,371

建設仮勘定 175,143 133,479

その他（純額） 1,124,027 1,456,547

有形固定資産合計 14,309,087 14,858,838

無形固定資産

その他 415,966 410,714

無形固定資産合計 415,966 410,714

投資その他の資産

投資有価証券 946,639 1,098,884

繰延税金資産 598,718 460,323

その他 383,435 474,838

投資その他の資産合計 1,928,793 2,034,045

固定資産合計 16,653,847 17,303,598

資産合計 82,360,558 86,484,203

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

(1)四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,151,499 9,059,257

電子記録債務 3,816,185 4,011,762

リース債務 27,547 24,956

未払法人税等 811,083 705,393

契約負債 － 973,032

賞与引当金 1,100,165 697,525

役員賞与引当金 － 18,000

その他 5,597,862 5,364,326

流動負債合計 19,504,343 20,854,255

固定負債

リース債務 53,697 48,083

退職給付に係る負債 130,198 94,762

その他 944,121 1,234,291

固定負債合計 1,128,017 1,377,137

負債合計 20,632,360 22,231,392

純資産の部

株主資本

資本金 12,721,939 12,721,939

資本剰余金 13,854,202 13,022,866

利益剰余金 41,814,173 42,508,793

自己株式 △7,066,934 △6,506,674

株主資本合計 61,323,380 61,746,925

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 84,406 87,699

為替換算調整勘定 △830,454 1,253,995

退職給付に係る調整累計額 476,837 475,704

その他の包括利益累計額合計 △269,210 1,817,400

新株予約権 420,462 401,731

非支配株主持分 253,566 286,753

純資産合計 61,728,198 64,252,810

負債純資産合計 82,360,558 86,484,203
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

売上高 12,791,980 17,539,989

売上原価 8,308,492 11,097,112

売上総利益 4,483,488 6,442,876

販売費及び一般管理費 3,346,567 4,030,170

営業利益 1,136,921 2,412,705

営業外収益

受取利息 43,474 29,390

為替差益 － 224,762

受取賃貸料 10,204 10,412

雑収入 70,270 13,734

営業外収益合計 123,949 278,300

営業外費用

支払利息 5,421 8,074

為替差損 14,013 －

輸送事故による損失 － 56,136

雑損失 10,615 10,901

営業外費用合計 30,050 75,112

経常利益 1,230,820 2,615,893

特別利益

固定資産売却益 7 1,420

特別利益合計 7 1,420

特別損失

固定資産処分損 12,150 1,388

特別損失合計 12,150 1,388

税金等調整前四半期純利益 1,218,677 2,615,925

法人税、住民税及び事業税 359,930 613,150

法人税等調整額 △142,480 160,168

法人税等合計 217,449 773,318

四半期純利益 1,001,228 1,842,607

非支配株主に帰属する四半期純利益 10,123 14,657

親会社株主に帰属する四半期純利益 991,104 1,827,949

(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年３月31日)

四半期純利益 1,001,228 1,842,607

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 29,423 3,293

為替換算調整勘定 1,592,312 1,823,190

退職給付に係る調整額 1,169 △1,132

持分法適用会社に対する持分相当額 △4,877 5,986

その他の包括利益合計 1,618,028 1,831,338

四半期包括利益 2,619,257 3,673,945

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,578,945 3,640,758

非支配株主に係る四半期包括利益 40,311 33,186

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2021年12月８日開催の取締役会決議に基づき、2022年２月４日付で自己株式626,200株の消却を行いま

した。この結果、当第１四半期連結累計期間において資本剰余金および自己株式がそれぞれ830,341千円減少し、

当第１四半期連結会計期間末において資本剰余金が13,022,866千円、自己株式が6,506,674千円となっておりま

す。

（会計方針の変更）

 (収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。)

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当

該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。これにより、主に工作機械事

業において従来は出荷時に収益を認識しておりましたが、一部の販売については検収時に収益を認識することと

したほか、販売手数料などの顧客に支払われる対価については、従来は販売費及び一般管理費として処理する方

法によっておりましたが、売上高から控除した方法で処理しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただ

し、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱

いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は38,546千円減少、売上原価は17,470千円増加、販売費及び一

般管理費は24,281千円減少、営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益はそれぞれ31,735千円減少し

ております。

また、利益剰余金の当期首残高は10,329千円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」の「その他」

に含めて表示していた「前受金」は、当第１四半期連結会計期間より「契約負債」に含めて表示しております。

なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号　2020

年３月31日)第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生

じる収益を分解した情報を記載しておりません。

 (時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。)等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項および「金融商品に関する会

計基準」(企業会計基準第10号  2019年７月４日)第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用しております。

なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 (ASC第842号「リース」の適用)

在外連結子会社において、ASC第842号「リース」を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

当該会計基準の適用にあたっては、経過措置として認められている当該会計基準の適用による累積的影響を適用

開始日に認識する方法を採用しております。

なお、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。
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